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メロン黄化えそウイルスの感染が黄化えそ病中程度抵抗性を有するキュウリ安濃

4号および擢病性品種の生育と収量に及ぼす影響
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The Effect of Viral Infection on the Growth and Yield of Cucumber (Cucumis sativus L.) Line “Kyuri 
Ano 4" with Intermediate Resistance to Melon yellow spot virus (MYSV) and Suscep“ble Cultivars 

Mitsuhiro Sugiyama*， Yosuke Yoshioka and Koichiro Shimomura 

NARO Institute ofVegetαble andTeαScience， Ano-cho，でSU，拙 e514-2392 

Abstract 

The effects ofviral infection on the growth and yield ofthe cucumber (CucumおsativusL.) lin巴“KyuriAno 4"， with inter-

mediate resistance to Melon yellow spot virus (MYSV)， and susceptible cultivars were investigated. The growth of K yuri Ano 4 

plants infect巴dwith MYSV was inhibited much less than that of susceptible cultivars. In susceptible cultivars infected with 

MYSV， the leaves were small and growth of lateral branches was suppressed. The yields of K戸IriAno 4 inoculated with 

MYSV were 79 to 88% ofthose ofth巴healthycontrols， and mosaic fruits were not observed. On the other hand， the yields of 

susceptible cultivars w巴reonly 32 to 52% those ofthe controls， and mosaic fruits were observed. We determined that resistance 

to MYSV in Kyuri Ano 4 is sufficient for managing spotted wilt caused by MYSV. 
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緒言

1995年に高知県のキュウリ (Cucumissativus L.)で葉に

えそ斑，黄化およびモザイク症状を示す新たな病害が認め

られた(竹内ら， 2001). 本病は 1992年に静岡県の温室メ

ロン (Cucumi旨meloL.)で発生したメロン黄化えそウイル

ス (Melonyellow spot virus， MYSV; Katoら， 2000)を病原

とするウイルス病で、あることが判明し，キュウリ黄化えそ

病と命名された.現在では，関東，東海，四国および九州

地域(奥田ら， 2009)，海外では，タイ，台湾および中国で

MYSVの発生が報告されている (Chenら， 2008; Chiemsom-

batら， 2008; Guら， 2012). 

MYSVはBunyaviridae科 Tospovirus属に属する 3分節の

l本鎖 RNAウイルスで， ミナミキイロアザミウマ (Thrips

palmiKamy) によって永続伝搬される (Kaω ら， 1999) . 

MYSVに感染したキュウリは葉にモザイク，退緑斑点，黄

化およびえそ症状などを示す.一部の果実にも退緑斑点や

モザイク症状を生じ， これらの症状による収量と秀品率の

低下が問題になる.本病の防除には媒介虫であるミナミキ
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イロアザミウマを駆除することが最も重要であるが，

MYSV の発生を閉止することは容易ではない~方， トマ

ト (Solanumlycopersicum L.) ，ピーマン (Capsicumαnnuum 

L.)およびラッカセイ (ArschおhypogaeαL.)では，同じ

Tospovirus属に属するトマト黄化えそウイルス (Tomato

spotted wilt virus， TSWV) を病原とする病害に抵抗性の近

縁野生種が見いだされ， これらの野生種を育種素材とした

実用的な抵抗性品種が育成されている (Boiteuxら， 1993; 

Mandalら， 2006; Patersonら， 1989). そこで，キュウリに

おいても黄化えそ病抵抗性品種が求められているが，未だ

育成には至っていない.

Sugiyamaら (2009a，2009b)は，東南アジア原産のキュ

ウリ系統 27028930および山胡瓜 -1が黄化えそ病に対して

中程度の抵抗性を有することを報告し， 27028930を素材と

して黄化えそ病に中程度抵抗性を有する固定系統キュウリ

安濃 4号を育成した.このような中程度抵抗性を有する品

種を用いて病害を防除する場合には，収穫物の収量および

品質に与える影響をいかにして抑制できるかが重要であ

る.発病した場合でも収量，品質の低下を最小限にとどめ

ることができれば，トマト黄化葉巻ウイルス (Tomatoyellow 

leaf curl virus， TYLCV)を病原とするトマト黄化葉巻病の

中程度抵抗性品種のように実用的に十分利用できる(堤ら，

2009). 27028930およびキュウリ安濃4号は， MYSV v;こ感
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染するが病徴カ，~~いことから， MYSVの感染による収量の

低下が擢病性品種に比べ抑制されると考えられる.今後，

これらの系統がもっ抵抗性を導入した黄化えそ病抵抗性品

種を育成するためには，本抵抗性における MYSVの感染に

よる減収の回避と実用性を調べる必要がある.しかし

27028930は，雌花着生性が悪、く，単為結果性を有していな

いことから収量性を調べることができなかった.一方，キュ

ウリ安濃 4号は 27028930に比べ雌花着生性が優れ，単為結

果性を有することから， MYSVの感染による減収率の抑制

効果を調べることができる.そこで本研究では，黄化えそ

病に対する中程度抵抗性の減収抑制効果を検証することを

目的として， MYSVの感染がキュウリ安濃4号および擢病

性品種の生育および収量に及ぼす影響を調べた.

材料および方法

野菜茶業研究所(三重県津市)内の POフィルムを展張

したノ、ウスを利用して，促成栽培および抑制栽培の 2回の

試験を実施した.

1. 供試品種・系統

黄化えそ病に中程度の抵抗性を有するキュウリ安濃 4号

(野菜茶業研究所)，擢病性の対照品種として‘ときわ‘ア

ンコール 10' (ときわ研究場) ‘ハイグリーン 21' (埼玉原

種育成会)および Vアーチ， (タキイ種苗)，台木品種と

して‘ゅうゅう一輝(黒タイプ)' (埼玉原種育成会)を供

試した.キュウリ安濃 4号は，‘ときわ'に黄化えそ病抵抗

性素材であるキュウリ系統 27028930を交雑し，その交雑後

代 Fs系統と‘アンコール 10' との交雑後代から得られた

固定系統である.

2. ウイルスの接種方法

キュウリから分離された MYSV-FuCu05P(Sugiyamaら，

2009a)を供試した. MYSV感染キュウリ植物の葉を 10倍

量 (v/w)の 100mMリン酸ナトリウム緩衝液 (pH7.0， 0.1 

% 2-メルカプトエタノール含有)で磨砕した粗汁液を作成

した.その粗汁液をガーゼに含ませ，カーボランダム (600

メッシュ)をふりかけたキュウリ ι霜知らず地這'の子葉

にガーゼを擦り付けることで汁液接種を行った. この植物

を250C，16時間日長条件の巨温器 (LH-300，日本医化器

機製作所)内で生育させた.接種 11日後に病徴が明瞭に認

められた上位葉を -800Cで保存したものを接種源として用

いた.促成および抑制栽培では，接種源を上記と同様の方

法によりキュウリの葉に接種した.なお，無接種区を設定

し無接種区にはリン酸緩衝液のみを葉に擦り付けた.

3. 耕種概要

。促成栽培

促成栽培では接ぎ木を行わず白根栽培とした.2010年 11

月 19日に培養土を充填した 6cmポットにキュウリ種子を

播種した. 11月26日にキュウリの子葉に MYSVを接種し

た.12月 8日にハウスに畝間 120cm，株間 40cmで定植し

た.基肥として 10a当たり N:P20S: K20をそれぞれ 12kg 

ずつ施用し，追肥は行わなかった.最低温度が 150C以上

に保たれるように加温機を設定した.主枝は畦から 180cm 

の高さにある誘引線に達した段階で摘心した.主枝第 6節

までに発生した側枝および果実を摘除し，第 7節以上から

発生した側枝についてはすべて第 1節で摘心した. 1区3

株の 4反復とした.

2)抑制栽培

2011年 9月9日に台木種子を 72穴セルトレイに， 9月

l3日にキュウリ種子を 98穴セルトレイに播種した. 9月

21日に呼び接ぎを行ない， 9cmポットに鉢上げを行った.

9月29日に穂木の佐軸を切断した.9月 30日にキュウリの

第 1本葉に MYSVを接種した. 10月6日にハウスに畝間

120 cm，株間 40cmで定植し，施肥，温度管理，仕立て方

法および試験区は，促成栽培と同様とした.

4. 植物体の生育および収量性の調査

1)促成栽培

2011年 1月 11日につる長および葉数， 2月 1日に第 10

本葉の葉長，葉柄長および葉幅， 2月 10日に第 10~ 12本

葉の葉色 (SPAD-502P1us， ミノルタ)を測定した 3月4

日に主枝第 10~ 15節聞の節問長を測定した.収量調査と

して各区とも約 100g に達した果実の収穫を 1 月 13 日 ~3

月4日まで行い，各区の平均本数および重量を調べた.ま

た，モザイクおよび退緑斑点症状が認められた果実をモザ

イク果として，その発生率を調べた.なお，キュウリ安濃

4号は中間母本としての利用を目的に育成された系統であ

り，果実形質が市販品種と比べやや異なるため，商品果率

の調査は行わず全収量のみの調査を行った.

2)抑制栽培

2011年 10月25日につる長および葉数， 11月 16日に第

10本葉の葉長，葉柄長，葉幅および第 10~ 12本葉の葉色

を測定した.12月21日に主枝第 10~ 15節聞の節間長，な

らびにそこから発生した側枝の主枝から側枝第 1葉までの

節間長を測定した.果実の収穫を 11 月 2 日~ 12月22日ま

で行い，収量性およびモザイク果の発生率を調べた

5. 発病程度の調査およびウイルスの検出

促成栽培では 2011年 2月4日，抑制栽培では 2011年 11

月22日に子葉を除く全葉の発病評点を調査した.発病評点

は， 0:無病徴， 1 軽微なモザイク・退綜斑が認められる，

2 モザイク・退緑斑が認められる， 3: 軽いえそ・黄化(~

20%)症状が認められる， 4:えそ・黄化 (20~ 50%)症

状が認められる， 5:激しいえそ・黄化 (50%以上)症状が

認められる， 6:枯死とした.各個体の全葉における発病評

点の平均値を求め，各区の平均発病評点を算出した.

ウイルスの検出は doub1e-antibodysandwich enzyme-linked 

immunosorbent assay (DAS・ELISA法;C1ark ・Adams，1977)
を用いて行った. 0.1μ1. mL-1 (v/v) のMYSV抗血清液

(ポリクロナル抗 MYSVウサギ IgG，日本植物防疫協会)含

有の 0.05M カーボネート緩衝液pH9.6を96穴マイクロプ

レート(三光純薬)の各ウェルに 100μLずつ分注し， 370C 
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第 1表 ウイルス接種区と無接種区におけるキュウリの生育特性 (2011年促成栽培)

品種・系統名 試験区
つる長 葉数x 葉長 葉柄長 葉幅 葉色 主枝節間長

(cm) (枚) (cm) (cm) (cm) (SPAD値) (cm) 

キュウリ安濃4号 接種区 81.4 10.8 32.9 17.3 30.3 49.4 54.7 

無接種区 85.7 11.2 35.1 18.8 32.8 51.3 56.9 

接種区/無接種区 0.95 aY 0.97 a 0.94 a 0.92 a 0.92 a 0.96 a 0.96 a 

t検定z ns ns * ns * ** ns 

ときわ 接種区 116.5 13.2 24.8 16.9 23.3 33.1 49.7 

無接種区 127.7 14.6 33.2 21.7 31.8 54.9 50.4 

接種区/無接種区 0.91 a 0.90 ab 0.75 b 0.78 b 0.73 b 0.57 b 0.99 a 

t検定 * * ** ** ** ** ns 

Vアーチ 接種区 112.3 11.8 23.5 18.0 22.0 24.2 58.5 

無接種区 139.7 14.6 33.2 24.3 30.8 68.1 60.6 

接種区/無接種区 0.80 ab 0.81 ab 0.71 b 0.74 b 0.71 b 0.36 c 0.97 a 

t検定 * * ** キ* ** ** ns 

ハイグリーン 21 接種区 79.9 10.0 23.6 15.2 22.2 39.0 52.3 

無接種区 121.3 13.3 33.6 19.9 32.3 65.1 60.6 

接種区/無接種区 0.65 b 0.75 b 0.70 b 0.76 b 0.69 b 0.60 b 0.86 a 

t検定 ** ** ** ** ** ** ns 

アンコール 10 接種区 102.8 11.1 24.2 15.5 22.4 38.2 53.6 

無接種区 135.3 14.5 35.3 21.2 32.6 68.5 60.5 

接種区/無接種区 0.76 ab 0.76 b 0.68 b 0.73 b 0.69b 0.56 b 0.89 a 

t検定 ns * ** ** ** *争解 * 

Z*および林は t検定によりそれぞれ 1%および 5%水準で有意差あり nsは有意差がないことを示す (nニ 4)

Y同ーのアルファベットは， Tukeyの多重検定により 5%水準で有意差がないことを示す (n=4) 

X先端小葉の葉身長が 5cm以上である葉の数を示す ... 

第 2表 ウイルス接種区と無接種区におけるキュウリの生育特性 (2011年抑制栽培)

品種・系統名 試験区
つる長 葉数x 葉長 葉柄長 葉幅 葉色 主枝節間長側枝節間長

(cm) (枚) (cm) (cm) (cm) (SPAD値) (cm) (cm) 

キュウリ安濃4号接種区 86.7 12.1 32.2 18.6 29.8 47.6 41.5 18.8 

無接種区 90.6 12.5 34.7 20.0 33.4 49.1 42.7 19.1 

接種区/無接種区 0.96 aY 0.97 a 0.93 a 0.93 a 0.89 a 0.97 a 0.97 a 0.99 a 

t検定z ns * ns ns ns ns * ns 

ときわ 接種区 122.3 13.8 26.8 19.5 26.6 26.4 47.7 18.8 

無接種区 131.3 14.7 34.6 23.3 33.0 51.9 48.5 21.1 

接種区/無接種区 0.93 a 0.94a 0.77 b 0.84 a 0.81 b 0.51 c 0.98 a 0.89 a 

t検定 ns ns ** * ** ** ns * 

Vアーチ 接種区 129.2 14.1 26.0 23.0 23.7 25.5 50.1 10目4

無接種区 136.7 14.8 32.8 25.6 30.5 56.5 50.9 16.5 

接種区/無接種区 0.95 a 0.95 a 0.79 b 0.90 a 0.78 b 0.45c 0.98 a 0.63 b 

t検定 ns * ** * ** ネ* ns ** 

ハイグリーン 21 接種区 115.2 13.0 24.4 19.0 22.6 39.4 46.5 9.5 

無接種区 120.0 13.8 33.1 20.3 32.1 53.7 49.1 17.2 

接種区/無接種区 0.96 a 0.95 a 0.74 b 0.94 a 0.70 b 0.73 b 0.95 a 0.55 b 

t検定 ns * ** ns キ* * * キ

アンコール 10 接種区 119.1 13.3 25.3 18.8 25.5 37.8 47.3 4.6 

無接種区 133.6 14.7 34.0 23.1 29.8 58.5 49.8 15.5 

接種区/無接種区 0.89 a 0.91 a 0.74 b 0.81 a 0.85 b 0.65 bc 0.95 a 0.29c 

t検定 ns * 参加* キ ** ** ns ** 

z *および**は t検定によりそれぞれ 1%および 5%水準で有意差あり， nsは有意差がないことを示す (n=4) 

Y同ーのアルファベットは， Tukeyの多重検定により 5%水準で有意差がないことを示す (n= 4) 

x先端小葉の葉身長が 5cm以上である葉の数を示す
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で4時間，コーティング、処理を行った.その後， 0.05% (v/ 

v) Tween 20含有の 0.02Mリン酸緩衝液pH7.2 (PBST)で

3回洗浄後，抗原として 2011年 2月 14日(促成栽培)お

よび 11月22日(抑制栽培)にサンプリングしたキュウリ

の第 15本葉に 100倍量 (v/w) の PBSTを加え磨砕し，

6，000rpm， 5分間遠心して得られた上清を 100μLずつ分注

し， 40C， 1晩反応させた. PBSTで3回洗浄した後， 500 

倍量 (v/v)のPBSTで希釈したアルカリフォスファターゼ、

標識抗 MYSVウサギ IgG(日本植物防疫協会)を 100μLず

つ分注し， 370C， 3時間，二次抗体処理を行った.その後，

PBSTで 3回洗浄し， 1.0 mg・mL一1 (w/v) p_ニトロフェニ

ルリン酸トルイジン塩(和光純薬)含有の 10% (v/v) ジ

エタノールアミン溶液pH9.8を 100μLずつ分注し， 370C 

で 1時間，発色反応させた.そして，各ウェルの 405nmの

吸光度をマイクロプレートリーダー (SjeiaAuto Reader，三

光純薬)で測定した.

結果

1. メロン黄化えそウイル与の感染がキュウリの生育に及

ぼす影響

1)促成栽培

接種区におけるキュウリ安濃4号のつる長，葉数，葉柄

長および主枝節間長については，無接種区と比較して有意

差は認められず，その他の形質では有意差が認められた(第

l表).キュウリ安濃4号における葉長，葉柄長，葉幅およ

び葉色 (SPAD値)の接種区/無接種区の値は，擢病性品

種と比較して有意に高く，生育の抑制程度が小さかった.

一方，擢病性品種の接種区では，ほとんどの形質で無接種

区と比較して有意差が認められた.特に葉長，葉幅および

葉色は，対無接種区比で，それぞれ 0.68~ 0.75， 0.69 ~ 

0.73および 0.36~ 0.60となり，植物体は無接種区と比べ明

らかに小さく，葉色は薄くなった.主校節間長は‘アンコー

ル 10' を除き，全品種で接種区と無接種区との聞に有意差

は認められなかった.

2)抑制栽培

接種区におけるキュウリ安濃4号のつる長，葉長，葉柄

長，葉幅，葉色および側枝節間長については，無接種区と

比較して有意差は認められず，葉数および主枝節間長で有

意差が認められた(第2表).しかし接種区における葉数

および主枝節間長は 12.1枚および41.5cmで，無接種区の

12.5枚および42.7cmと比べ大きな差はなかった.キュウ

リ安濃4号における葉長，葉幅および葉色の接種区/無接

種区の値は，羅病性品種と比較して有意に高かった. よっ

て，接種区におけるキュウリ安濃4号の植物の生育には無

接種区と比較して大きな違いは認められず， ウイルスに感

染しでも草勢は維持されたものと判断された.一方，擢病

性品種の接種区では，無接種区と比較してつる長に有意差

は認められなかったが，その他の多くの形質で有意差が認

第3表 ウイルス接種区と無接種区における収量性および接種区におけるモザイク果発生率

2011年促成栽培 2011年抑制栽培

品種・系統名 試験区 全収穫 全収穫 モザイク巣 全収穫 全収穫 モザイク果

果実数 果実重 発生率 果実数 果実重 発生率

(本/株) (g/株) (%) (本/株) (g/株) (%) 

キュウリ安濃4号 接種区 13.1 1360 0.0 16.5 1485 0.0 

無接種区 15.4 1545 21.4 1890 

接種区/無接種区 0.85 aY 0.88 a 0.77 a 0.79 a 
t検定z *ホ ** ** * 

ときわ 接種区 12.3 1231 24.0 11.3 1021 53.1 

無接種区 23.8 2494 19.5 1963 

接種区/無接種区 0.51 b 0.49 b 0.58 ab 0.52 b 

t検定 ** ** * ** 
Vアーチ 接種区 9.4 975 18.0 10.8 960 58.8 

無接種区 24.9 2660 25.7 2635 

接種区/無接種区 0.38 c 0.37 c 0.42 b 0.36 b 

t検定 ** ** ** ** 
ハイグリーン 21 接種区 11.3 1105 63.0 13.5 1177 89.4 

無接種区 28.9 3003 28.3 2690 

接種区/無接種区 0.39 bc 0.37 c 0.48b 0.44 b 

t検定 ** キ* ** 同ド*

アンコール 10 接種区 10.3 1027 40.5 13.5 1377 76.2 

無接種区 30.4 3180 27.9 2801 

接種区/無接種区 0.34 c 0.32 c 0.48b 0.49b 

t検定 ** 場* ** ** 
z *および料はt検定によりそれぞれ 1%および 5%水準で有意差あり， nsは有意差がないことを示す (n= 4) 

Y同ーのアルファベットは， Tukeyの多重検定により 5%水準で有意差がないことを示す (n=4) 
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第 1図 ウイノレス接種区および無接種区におけるキ ュウ リの収穫果実数の推移 (2011年抑制j栽培)

図中の縦線は標準偏差を示す (n= 4) 

められた.特に葉長，葉幅，葉色および側枝節間長は対無

接種区比で， それぞれ 0.74~ 0.79， 0.70 ~ 0.85， 0.45 ~ 

0.73および 0.29~ 0.89となり， 葉は小さく 側校の発生およ

び伸長は抑制され，植物体は無接種区と比べ明らかに小さ

くなった.

2. メロン黄化えそウイルスの感染がキュウリの収量性に

及ぼす影響

1)促成栽培

接種区におけるキュウ リ安濃 4号の収穫果実数および収

穫果実重は，それぞれ 13.1本およ び 1，360gで，対無接種

区比で 0.85および 0.88となり， 1 ~ 2割程度の減収率に

なった. 収穫果実数および収穫果実重ともに擢病性品種と

比べ有意に減少程度が低かった モザイク果実の発生は認

められなかった(第 3表).接種区における擢病性品種の収

穫果実数および収穫果実重は，それぞれ 9.4~ 12.3本およ

び975~ 1，231 gで，対無接種区比で0.34~ 0.51および0.32

~ 0.49 と 5 ~ 7 割程度の大幅な減収率になった.m病性品

種では，モザイク果の発生が認められ， ‘ハイグリーン 21'

および‘アンコール 10' では，それぞれの.0および 40.5%

の果実にモザイクが認められた.

2)抑制栽培

接種区におけるキュウリ安濃4号の収穫果実数および収

穫果実重は，対無接種区比でそれぞれ 0.77および 0.79で2

割程度の減収率になり，催病性品種と比べ有意に収穫果実

重の減少程度が低かった.モザイ ク果実の発生は認められ

なかった(第 3表).キュウリ安濃4号では，収穫初期から

後期まで接種区の収穫果実数は無接種区に比べおよそ 2割

程度少なく推移した(第 l図).一方，接種区における権病
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第4表 ウイルス接種区おける発病評点およびウイルスの蓄積量

20日年促成栽培 2011年抑制栽培
品種・系統名

発病評点 ウイルスの蓄積量Y 発病評点 ウイルスの蓄積量

キュウリ安濃4号 1.0 CZ 0.53 b 1.6 c 0.88 b 

ときわ 4.1 ab 1.28 a 4.9 ab 2.47 a 

Vアーチ 4.4 a 1.28 a 5.2 b 2.62 a 

ハイグリーン 21 3.9 b 1.45 a 4.7 a 2.65 a 

アンコール 10 4.0 ab 1.47 a 4.6 a 2.83 a 

z同ーのアルファベットは，百lkeyの多重検定により 5%水準で有意差がないことを示す (n= 4) 

YDAS-ELISAの405nm吸光度を示す

コントロールとして設定した無接種区‘ときわ'の吸光度は， 2011年促成栽培および抑制栽培で，それぞれ 0.23および 0.09

であった

性品種の収穫果実数および収穫果実重は，対無接種区比で

それぞれ， 0.42 ~ 0.58および 0.36~ 0.52と大幅な減収に

なった.さらに‘ハイグリーン 21' および‘アンコール

10'ではそれぞれ 89.4および 76.2%もの果実にモザイクが

認められた.接種区における擢病性品種の‘ときわ， 'V 

アーチ'および‘ハイグリーン 21' では，収穫開始後 2週

間程度は無接種区と同様な収穫果実数で推移したが，収穫

中期から後期になると，‘Vアーチ¥‘ハイグリーン 21'お

よび‘アンコール 10' では，収穫果実数が無接種区に比べ

大幅に少なく推移した(第 l図)• また， ‘ときわ'の減収

率は他の擢病性品種に比べ収穫後期までイ民かった.

3. メロン責化えそウイルスの感染がキュウリの病徴発現

に及ぼす影響

接種区のすべての個体が発病した.キュウリ安濃4号の

促成栽培および抑制栽培における発病評点は，それぞれ1.0

および1.6で擢病性品種の発病評点 3.9~ 4.4および 4.6~

5.2に比べ有意に低く病徴は弱かった(第4表).キュウリ

安濃4号の第 15本葉におけるウイルスの蓄積量は， 0.53 

(促成栽培)および 0.88(抑制栽培)と擢病性品種に比べ有

意に低い値となった.

考察

本研究では，キュウリ黄化えそ病に対して中程度の抵抗

性を有するキュウリ安濃4号を供試し，擢病性の 4品種を

対照として中程度抵抗性の減収抑制効果を促成栽培および

抑制栽培の 2作型で検証した.

キュウリ安濃4号が幼苗期でMYSVに感染しても植物体

の生育に与える影響は小さく，側枝から収穫果を得ること

ができた.しかし，‘ときわ'を除く擢病性品種では，側校

が短く，二次側枝の発生率も低かった.従って側校からの

収穫果実数は，無接種区に比べ大幅に少なく，高い減収率

になったと考えられる 一方で収穫開始2週間程度は，抑

制栽培の接種区と無接種区で差は認められなかった(第 l

図).この要因として，この時期に着果した果実は主枝から

収穫されたものであり，抑制栽培では初期生育が抑制され

なかったことに起因すると考えられる.

字賀 (2007)は， MYSVが幼苗期に感染したキュウリは

約 3割減収することを報告し竹内ら (2007) は， MYSV 

感染株の収穫果実数は無接種の 42~ 68%に留まり，生育

後期にMYSVに感染した場合に比べ感染時期が早いほど減

収率は高くなることを明らかにした.本研究も含めこれら

の報告は，仕立て方法，作型およびウイルス株が違うこと

から一概に比較できないが，ウイルスの感染時期が早く，

収穫期聞が長いほど減収率が高くなる傾向にあるといえ

る.本研究では，約 50日間の収量を調べたが，長期間にわ

たって収穫を行った場合，キュウリ安濃4号と擢病性品種

との減収率の差はさらに拡大すると考えられる.

キュウリ安濃4号における発病評点およびウイルスの蓄

積量は擢病性品種に比べ有意に低く(第 4表)，接種区の全

植物体が発病したことから 黄化えそ病に対する中程度抵

抗性は， ウイルスの増殖抑制に起因するものであると推測

された. ウイルスの増殖抑制に起因すると考えられるウイ

ルス病抵抗性品種の減収抑制効果については， トマト黄化

葉巻病抵抗性遺伝子砂ーlおよび号-3を有するトマト黄化葉

巻病抵抗性系統において報告されている(堤ら， 2009). そ

れによると TYLCVイスラエル系統長崎株を接種した場合

の発病株の収量は，無接種株の収量に対してお ~69%，権

病性品種では 4~26%であった 羅病性品種においては，

大幅な収量の低下が認められたが，黄化葉巻病抵抗性品種

では， 3~4 割の減収率でも実用的に利用できると判断され

る.本研究から MYSVに感染した擢病性品種の減収率が 5

~7 割程度であり，モザイク果の発生により商品果はさら

に減収することは明らかである 接種区におけるキュウリ

安濃4号では，モザ、イク果の発生が認められず，減収率を

1 ~2 割程度に抑制できることから，黄化えそ病に対する中

程度抵抗性は，抑制から促成栽培において実用的に利用可

能であると考えられる.一方で、夏季の高温条件では，キュ

ウリ黄化えそ病の症状が激しくなることから，夏秋栽培に

おける抵抗性および減収抑制効果を検証する必要がある.

本研究では， ウイルスの汁液接種により植物体および収

量性を調べたが，実際の圃場ではミナミキイロアザミウマ

によって MYSVは媒介される.今後， MYSV保毒ミナミ

キイロアザミウマを用いた接種試験での抵抗性を評価する

必要がある.また， 27028930が有する黄化えそ病抵抗性は，
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複数の遺伝子により支配され不完全優性に遺伝することか

ら(杉山ら， 2011)， 27028930およびキュウリ安濃 4号を

素材として抵抗性品種を育成するためには，分離世代にお

いて多数の個体から抵抗性個体を選抜する必要がある.そ

のため， 27028930が有する黄化えそ病抵抗性の詳細な遺伝

解析を行い，早期選抜が可能な抵抗性に連鎖した DNAマー

カーの開発を行う予定である.さらに，これら系統の植物

体内ではウイルスの増殖が認められ， ウイルスの獲得源に

なることが予想されることから，中程度抵抗性を導入した

品種を育成する際には，キュウリ黄化えそ病の防除効果お

よびウイルス媒介性のリスクを調べる必要がある.今後，

キュウリ安濃4号は，育成系統評価試験において優良性が

認められた場合，品種登録出願申請された後に中間母本と

して利用可能になる予定である.

摘要

メロン黄化えそウイルス (MYSV) の感染が黄化えそ病

に中程度の抵抗性を有するキュウリ安濃4号および擢病性

品種の生育と収量性に及ぼす影響を調べた.キュウリ安濃

4号では， MYSVに感染しても植物体の生育は，擢病性品

種に比べそれほど抑制されなかったが，権病性品種では，

葉は小さく，側校の伸張は大きく抑制された. ウイルス接

種区におけるキュウリ安濃4号の収量は，対無接種区比で

79 ~ 88%になり，モザイグ果は認められなかった.一方，

擢病性品種の収量は，対無接種区比で 32~ 52%で，モザ

イグ果の発生が認められた キュウリ安濃 4号は， MYSV 

に感染しても収量の低下が 1~2割程度に抑制可能であり，

本系統が有する中程度抵抗性は実用的に利用可能であると

考えられた.
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